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森美術館館長 南條 史生 平成１９年度外務大臣表彰を受賞 

 
森ビル株式会社（東京都港区 代表取締役社長 森 稔）が運営する六本木ヒルズの森美

術館館長 南條史生が、これまでの文化交流を通じ、日本と諸外国との友好親善に寄与し

た功績に対して、平成１９年度外務大臣表彰を受賞いたしました。 

※外務大臣表彰については次頁を参照 
 

尚、これまでの南條の主な国際文化交流の活動としては以下のものがあります。 
・ アジアにおける三つの国際展の創始（台北ビエンナーレ（１９９８）、横浜トリエンナ

ーレ（２００１）、シンガポールビエンナーレ（２００６）） 
・ CIMAM（国際美術館会議）、AICA（国際美術評論家連盟）による国際会議の実現 
・ 展覧会等の活動を通した日本のアーティストの海外への紹介実績 
・ 近年の森美術館における中国を含むアジアとの交流推進 
 
森ビルでは、都市づくりにおいて、文化・芸術を育み、広くその魅力を発信することを

ミッションの１つに掲げております。特に六本木ヒルズでは“文化都心”の創造をコンセ

プトとし、森美術館はその核となる存在として、広く開かれた新たな美術館のあり方を提

案してまいりました。この度の受賞では、そうした国際的な取組みも評価につながったも

のと考えております。 
また、森美術館は今後も独自の切り口で国内外の現代美術を中心に企画展を展開し、国

内の美術館の中でも、特に国際文化交流に大きな役割を果たすことを期待されています。

森ビルでは、その期待に応えていくとともに、今後もアート等を通じた国際社会との交流

を深め、地域とも協働して文化交流と芸術の普及に取り組んでまいります。 

＜本件に関するお問い合せ先＞ 

森ビル株式会社 広報室 野村・竹内 

TEL:03－6406－6606 FAX:03－6406－9306 E-mail:koho@mori.co.jp 



■「外務大臣表彰」とは 
近年の国際環境の変化、日本の国際的地位の向上及び諸外国との相互依存関係の深化に伴

い、国際関係の様々な分野で活躍し、日本と諸外国との友好親善関係の増進に顕著な功績

のあった個人や団体に贈られるものです。 

 
 

 
森美術館館長 南條 史生 

 
 
 
 

1949 年東京生まれ。森美術館館長。 

慶應義塾大学経済学部、文学部哲学科美学美術史学専攻卒

業。国際交流基金芸術交流部職員等を経て、2002 年より森

美術館副館長、2006 年 11 月館長に就任。 

CIMAM（国際美術館会議）理事。AICA（国際美術評論家

連盟）会員。慶應義塾大学非常勤講師。 

著書に「美術から都市へ～インディペンデントキュレータ

ー15 年の軌跡～」（鹿島出版会、1997 年）がある。 
 
（主な実績） 

1997 ヴェニスビエンナーレ日本館 コミッショナー 

1998 台北ビエンナーレ コミッショナー 

 ターナープライズ 審査委員（ロンドン） 

1999 アジアーパシフィック・トリエンナーレ コ・キュレ

ーター（ブリスベン） 

2000 シドニー・ビエンナーレ 国際選考委員 
ハノーバー国際博覧会日本館 展示専門家 

2001 横浜トリエンナーレ 審査員 
2005 ヴェニスビエンナーレ金獅子賞 審査員 

2006 シンガポールビエンナーレ アートディレクター 
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